
聖マリアンナ医科大学

放射線診断/IVR 科

レジデントの1日
画像診断編



放射線診断・IVR科は

「画像診断」

「IVR」
に分けられます。

今回は

「画像診断」部門の
レジデントの１日

を紹介したいと思います！
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12:00

16:00
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18:00

家を出発

勤務開始

昼食

レポートチェック

カンファレンス

帰宅

ほかにも
・CT当番
・核医学当番
・ER当番
・当直

などなど

(だいたいのながれ)



車、電車、バスが選択肢です。
駅からのバスは便数が多く、
意外と便利な立地です。

関連病院が近くに集まっているので、
移動ごとに引っ越しをする必要は
ほぼありません。
（西部病院は希望すれば寮あり）

7:30 出発/通勤



少し早めに到着。
定時は8:30スタートです。

8:00 到着

医局

個人のデスクがあります。
・荷物/本を置く
・勉強場所にする
・仲間との憩いの場
活用方法はいろいろです。



新病院は2025年完成
きれいな病院にテンションが上がります。

8:15 病院本館へ

読影室・外来・核医学検査室・
CT/MRI/レントゲン室など、
関連部門がまとまっていて移動が楽
なのも地味に嬉しいポイントです！



画像診断は分野（セクション）ごとに分かれており、
レジデントは1〜2ヶ月ごとにローテーションします。

<セクションの例>
神経系（Neuro）
頭頸部（Head＆Neck）
胸部（Chest）
腹部（Abdomen）
骨軟部（Skeletal）
心血管系（Cardio＆Vas）
核医学（Nuclear Medicine）

8:30 読影開始 （セクション/単純撮影）

単純撮影
セクションの読影に加えて、
毎日割り当てられた単純撮影
の読影もします。

小児・超音波検査、乳房は専門施設で
重点的に学ぶことができます。

ブレスト・イメージングセンター 読影室



昼食の選択肢は豊富です。

・お弁当
・コンビニ
・キッチンカー（日替わり）
・食堂
・カフェ
・中華料理店

お昼に困ることはありません！

12:00 昼食



1日に読影した画像を、

それぞれの分野を専門とする上級医に
直接指導を受けることができます。

レジデントのレポートはすべて、
上級医にチェックを受けてから臨床医の目に
入るので安心です。

16:00頃 レポートチェック

ここまで恵まれた指導
環境はなかなか珍しい
と思います！



各診療科のカンファレンスの他にも、様々なカンファレンスがあります。
ローテーションしていない分野でも、興味があれば自由に参加することができます。
ここでは主要なカンファレンスを紹介します。

17:00 カンファレンス参加

リサーチ
カンファレンス

・研究や学位論文について毎月
進捗を共有、相談します。
・教授をはじめ、論文投稿の経
験豊富な先生方から丁寧な指
導を受けることができます。
• 大学院進学も医局全体として
応援•サポートしています！

月曜
カンファレンス

・毎週月曜日のお昼に読影で気
になった症例をレジデントが交代
で発表します。
・来たる学会発表の練習としても
良い機会です。
・毎回多くの先生が集まり、質疑
応答も盛んです。

IVR
カンファレンス

・毎週月曜日にその週のIVR症例
を検討、緊急症例を振り返ります。
• 症例の提示はレジデントの役割
です。必要十分に説明できるよう
準備をすることで、理解が深まり
ます。
• 上級医の先生方のハイレベル
なディスカッションが見どころ！

毎月
1回

毎週 毎週



これで１日の業務は終了です。

業務終了後は
・自分時間を満喫する
・気になる読影をもうひと頑張り
・先輩に人生相談
・発表の準備
・研究に打ち込む

などなど！

時間にゆとりがあるからこそ、
将来の展望やライフスタイルに合わせて
成長することができます.

18:00頃業務終了

以上が当番のない場合の
1日になります！



ご紹介した読影業務のほかに、
CT/MRI・核医学・ER当番が
1週間に約1回ずつ割り振られています。

レジデントの1週間

月 火 水 木 金

AM
読影

(CT/MRI
当番)

読影 読影

外病院

読影
（核医学
当番）

PM 読影 読影 読影 読影

カンファ
おつき

（準夜勤）
研究 自習

私の場合、毎日ずっと読影だけ
だと集中力が切れてしまうので、

程よく当番があることでメリハリ
がついています！

当番について紹介していきます。

（専行医1年目の例）



問診室の隣の部屋に待機して、
造影剤アレルギー対応
CTやMRIの撮影方法の指示(プレチェック)
をする当番です。

撮られた画像を読むだけでなく、
「どのように撮影するといい画像になるか」
を考える勉強の機会になります。

当番/ CT・MRI当番

造影CTのルート穿刺は
基本的に看護師さんが
やってくださいます。



核医学当番は放射性医薬品の注射
を担当します。

DATスキャン、肺血流シンチ
センチネルリンパ節生検前の薬剤投与など

当番/ 核医学

放射性医薬品の取り扱いは放射線科医
に必須のスキルです。
緊張感がありますが、コメディカルの皆様
に支えられ徐々に自信がついていきます。



当講座は救急放射線分野を特徴としています。

ER当番では撮影された画像をリアルタイムで
読影し、臨床科と連携をとります。

なんと読影室はERとドア1つで繋がっています。
ERのCT/MRI室にも読影端末があります。

当番/ ER

救急放射線を学ぶ
ために入局する先生

も多いとか！



ERで撮影された画像の読影依頼を受けます。

・月４回（平日２コマ、土日２コマ）程度
・当直明けfree
・日曜/祝日 8時半〜20時（日直）/20時〜8時半（当直）

専門医取得前は必ず上級医のバックアップがあり、
不安な症例はすぐに相談できるから安心です。

当直/準夜勤(おつき)

おつき

１年目の準夜勤（〜21時半）のこと。
当直の先生とペアで勤務します。

実力が十分ついたと認められたら、
独り立ち(だいたい2年目になってから)です。

不安なまま1人で当直業務をすることはないので
安心してください。

当直室
快適な環境を追求しました！
読影端末の真横にベッドがあるので
ストレスフリーです。



画像診断レジデントの１日でした。

スライドにまとめきれなかったことが沢山あるので、

ぜひ１度見学にお越しください！

・見学の基本は 午後半日のスケジュールなの
で、遠方からでも前泊不要な方が多いです。
・詳しいご相談は昼食を食べながら、ゆっくり
お話しできます。

見学申込フォームはこちら
https://www.marihou.com/contact02

放射線診断・IVR科一同

お待ちしています！

https://www.marihou.com/contact02
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